
令和 4 年度 第４回物見山スワンの家 運営推進会議 議事録 

日時 令和 4 年１０月２１日 金曜日 14：00～14：30 

場所 物見山スワンの家 2 階 相談室  

出席者 （新型コロナウイルス感染対策の為最小限の人数での実施となります） 

      ご家族 首藤様 

      住民代表 物見山 3 丁目町内会 山崎様 

      地域包括センター藤見下山 鈴木様 

施設職員 管理部 水島 

所長 宮村友紀（司会進行） 

            

① 事業活動報告 

◎入居者状況 

（介護度の内訳）10 月 21 日現在 

要介護１…7 名  要介護 2…8 名  要介護 3…１名 要介護 4…2 名 

   計 18 名 

平均要介護度…1.8    平均年齢…86.6 歳 

◎事故・ヒヤリハット（9~10 月） 

9 月 ヒヤリハット 

４件 

➀点眼薬を忘れそうになる 

②電源の入っていないウォーターサ

ーバーのお湯が出る所を押していた 

③2 階入居者の方が、1 人でベッドの

上に上がり窓に布団を干された 

④壁の装飾が気になり椅子に上って

直そうされる 

➀置き場所の確認 

②お湯の出る所にロックを掛ける 

③布団を干すときは職員に声を掛

けてもらうよう話す。 

④壁の装飾を外し、貼る場所を検討

する 

９月 

 

事故 

３件 

 

➀他者の部屋に入ってしまい、開けら

れた部屋の方に怒られ背中を叩かれ

る 

②朝、職員が手引き歩行をしていたと

ころふらつき壁におでこをぶつける 

③テーブルの上にあるチラシで作っ

たゴミ箱の中に、ゴミと一緒に薬の錠

剤を見つける 

 

➀職員が仲介に入れる位置に立つ。

怒るような状況を作らない。部屋を

開けないよう見守りを行う 

②歩行不安定な朝は車いすを使用

する 

③薬を口に入れるまででなく、飲み

込むまで確認する。 

１０月 事故 

３件 

 

➀足の爪が白癬の為切りにくく爪切

り中に出血する 

②夜間帯、他者介助中に倒れる音がし

て、訪室すると居室で転倒されてい

➀無理せず爪やすりを使う。 

②居室の配置変換をし、ベッドに起

き上がりセンサーを設置し、すぐに

駆け付ける 



る。左目周辺をぶつけ腫れる。後日受

診し経過観察となる 

③日中、すねの部分にぶつけたような

皮下出血を発見。ベッドにぶつけたと

考えられる 

③ベッドにキルティングの布で保

護をする。センサーを設置し、動き

出しにすぐに駆け付ける 

10 月 ヒヤリハット 

1 件 

➀歩行不安定の方のトイレの洗面所

から方向転換の再バランスを崩して

転びそうになるのを職員が手を伸ば

して支える 

介助が必要な方は同時にトイレ誘

導しない。トイレ誘導の際は小さい

方のトイレを使用する 

 

◎活動報告  

９月  敬老会（福寿会） 

1，2 階合同で敬老会を行いました。職員が歌と手品の出し物を披露し、スワンの家からのプレゼントと

手紙を渡しました。 

（職員）事故発生時の対応研修  段取り力を高める研修（一部職員） 

     新潟市からの運営指導 

10 月  外出行事 

感染対策をとったうえで、1 階はマリンピア日本海、2 階は白根グレープガーデンに行き、久しぶりの外

出を楽しまれました。 

（職員）身体的拘束等の排除研修    口腔ケア研修（さくら歯科クリニック） 

９/27～11/29 認知症実践者研修参加（1 名） 

※10 月 3 日から国際福祉こどもカレッジの生徒さん 1 名が約 1 ヶ月間相談援助の実習に来ています。将

来の福祉職の育成のために、また、グループホームの入居者の方や職員にもよい刺激となっています。

（感染症検査、行動制限、健康管理をきちんと行い実習に臨まれています。） 

行事予定 

１１月 外出行事       （職員）地域資源の開拓 

                   倫理法令遵守及び高齢者虐待防止 

１２月 クリスマス会     （職員）利用者のプライバシー研修 

                    

② 身体的拘束の適正化ついて 

10 月研修にて身体的拘束の適正化を行う予定です。 

運営指導実施時に身体拘束部会内容について拘束なしの報告にとどまらず事例検討等を行うよ

うにとの指摘あり。 

事故報告の対策としてのセンサーマットについて意見をいただく。 

・体を縛ったり動くと大きな音がするなど本人に苦痛が加わる物が身体拘束だと思うので、セン

サーマットは拘束には当たらないと思う。 

・家族としては、センサーマットがあることですぐに駆け付けてもらえて安全に移動できるので



安心だと思う。 

・センサーマットではなく、それ以外の対応を考えたり、環境を整えたうえでの検討が必要だと

思う。 

③ 外部評価の結果：別紙➀、➁をご覧ください。 

 

その他 

・外部評価目標達成計画について 

地域包括鈴木様より 

 地域とのかかわりについては、先月初めて物見山会館での歌の会で職員さんに手伝いをしてもらった。

今年度はもうあまりないが、来年度は茶の間などの体操やレクリエーション、フレイル予防などの講師

をしてもらえるとありがたい。 

町内会山崎様より 

 避難訓練については町内会として、高齢化率が高いためまずは町内の高齢者を救助すること、次に町

内のそれ以外の人を救助することが最優先となる。グループホームは企業努力で救助を行ってほしいと

考えている。物見山 3 丁目は初めてグループホームができたので町内の方は違和感がある。福祉部の方々

が町内会に仲介しているが、グループホームとしても根気よく町内会に働きかけていってほしい。 

（後日）町内会長に運営推進会議について報告したところ、広報誌について承諾して下さった。町内掲示

板もできたので検討してみると良いと思う。 

 

次回 運営推進会議は 12 月 16 日の予定です。 

以上 

 

 


